入院中の患者に対する意思決定・自己決定支援に関する文献検討―対象を統合失調症に限定した場合と精神疾患以外とした場合の相違点と類似点― by 石井 薫
Ⅰ．緒　言
1 ．研究の背景
　1981年 9 月第34回Declaration of Lisbon on the Rights 















































1 ）長期入院とは、宇佐美ら 4 ）の報告を基に、継続 2
年以上の入院とする。
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活ができることとする。





























件あり、 1 ）自己決定能力に関連する要因 2 件、 2 ）自
己決定支援における看護者の役割 4 件、 3 ）看護者の自
己決定支援に関する意識 1 件、の 3 つに識別できた（表
1 ）。また、入院中の統合失調症患者への看護について
書かれたものは15件あり、 1 ）自己決定能力に関連する
要因 7 件、2 ）自己決定支援における看護者の役割 8 件、































著者 掲載年 自己決定支援の対象 対象人数 自己決定支援の内容
佐藤 8 ） 2010 ストーマ造設患者（67 歳、女性。直腸癌） 1 名 自己決定能力に関連する要因
井上ら 9 ） 2009 高齢患者　看護経験 10 年以上の看護師 3 名
西ら 17） 2013 造血器腫瘍発病から 1 年以上経過した患者 7 名 自己決定支援における看護者の役割
益田ら 18） 2010 未破裂脳動脈瘤により血管内手術を受けた患者 19 名






国府 20） 2008 乳がん I 期または II 期と診断された患者 21 名
内堀ら 29） 2009 血液内科病棟の看護師 16 名 自己決定支援に関する看護者の意識




















































著者 掲載年 自己決定支援の対象 対象人数 自己決定支援の内容
石川ら 14） 2013 民間単科精神病院 3 施設にて長期入院患者の看
護を実践している看護師
6 名 自己決定能力に関連する要因
奥田ら 12） 2009 長期入院統合失調症患者 1 名
長浜ら 13） 2008 18 年入院中の統合失調症患者 1 名
上村 15） 2008 閉鎖病棟に 10 年入院中の統合失調症患者 1 名
長野ら 10） 2008 退院に消極的な統合失調症患者 1 名
伊藤 11） 2008 退院を拒んでいる施設症統合失調症患者 1 名
池淵ら 16） 2008 入院中の統合失調症患者 229 名
近藤ら 24） 2012 約 30 年入院生活を送る統合失調症患者 1 名 自己決定支援における看護者の役割
田嶋ら 22） 2009 1 県下の精神医療機関 9 ヶ所に勤務する看護者 25 名
工藤ら 23） 2009 5 年以上の入院経過をもつ統合失調症患者 1 名




松井 26） 2008 退院促進支援事業用の個人記録より抽出した 2
年間入院中の事例
1 事例
春山 28） 2008 11 年間入院中の統合失調症患者 1 名
西垣 25） 2007 14 年入院中の統合失調症患者 1 名
小成 27） 2006 慢性統合失調症患者事例 2 事例




















































































4 ）宇佐美しおり：第 1 章長期入院患者と予備軍の定
義と特徴．宇佐美しおり，岡谷恵子（編），長期入
院患者および予備軍への退院支援と精神看護，1-7，








見一覧①（2010），2015年 1 月 7 日，
　　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/s_
kaigi/k_3/pdf/s1.pdf



















































































64 ヒューマンケア研究学会誌  第 7 巻  第 1 号  2015
